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Ⅰ　事業概要

　１　開催概要

（１）　目　　的　

平成 25 年 10 月 1 日現在、都内の外国人登録者数は約 39 万人で全体の約 3％を占めてい

ます。経済のグローバル化、少子高齢化が進展する中で、在住外国人の増加と安住化の傾向は

今後ますます進んでいくと考えられます。このような在住外国人を取り巻く課題や問題点、国

際協力の在り方などについて、国際理解を促進し問題解決への認識を深める機会とします。

（２）　実施方法

　分科会方式　（４分科会）※第 3 分科会は中止（悪天候の為）

（３）　内　　容

①　地球づくりと国際協力～わたしたちにできること～

②　外国にルーツを持つ子ども達の学習支援と居場所づくり

③　（ドキュメンタリー「多民族社会の風」をもとに防災の今を考える）※中止

④　地域の実践から考える「生活者としての外国人」のための日本語教育

（４）　日　　時　　　平成 26 年 2 月 8 日（土）10:00 ～ 12:30（第 1､ 第 2 分科会）

 平成 26 年 3 月 22 日（土）13:30 ～ 16:00（第 4 分科会）

（５）　場　　所　　　ＪＩＣＡ地球ひろば　新宿区市谷本村町 10-5

（６）　定　　員　　　各分科会　50 人

（７）　参 加 費　　　無　料

（８）　主　　催　　　東京都国際交流委員会　　国際交流・協力ＴＯＫＹＯ連絡会

（９）　共　　催　　　東京都　　日本国際連合協会東京都本部

（10）　後　　援　　　ＪＩＣＡ地球ひろば　　財団法人自治体国際化協会
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第２、４分科会会場

第１、３分科会会場

昼食スペース

2

午前　10:00 ～ 12:30
セミナールーム６００（6F）

　平成 25 年 10 月 1日現在、都内の外国人登録者数は約 39 万人
で全体の約３％を占めています。経済のグローバル化、少子高
齢化が進展する中で、在住外国人の増加と定住化の傾向は今後
ますます進んでいくと考えられます。
　このような在住外国人を取り巻く課題や問題点、国際協力の
在り方などについて、国際理解を促進し問題解決への認識を深
める機会とします。

第１分科会　10：00 ～ 12：30　セミナールーム６００（６ F）
第２分科会　10：00 ～ 12：30　セミナールーム２０１（２ F）
第３分科会　13：30 ～ 16：00　セミナールーム６００（６ F）
第４分科会　13：30 ～ 16：00　セミナールーム２０１（２ F）

開催場所

開催日時

ＪＩＣＡ地球ひろば
（東京都新宿区市谷本村町 10-5）

午前分科会　10：00 ～ 12：30
午後分科会　13：30 ～ 16：00

平成 26 年 2月 8日（土）

施設内 2階の「J’ s Café」が本日営業しています。（10 時～ 15 時）
お昼をご持参いただいた場合、セミナールーム 203（椅子を並べた昼食スペース）やロビーをご利用いただけます。ご案内

地域づくりと国際協力～わたしたちにできること～
実際に地域密着での国際協力や国際協力啓発活動に取り組んでいる方にご登壇いただき、地
域で行われている様々な国際協力の取組についてお話いただきます。
本分科会は、参加者が地域で取り組まれている国際協力の事例を聞くことで、国際協力と私
たちの生活との繋がりを知り、身近で始められる国際協力のヒントを得ることを目的とします。

コーディネーター

基 調 講 演

パ ネ リ ス ト

富野　岳士 氏　　（特活）国際協力NGOセンター　事務局次長

毛受　敏浩 氏　　（公財）日本国際交流センター　執行理事
めんじゅ

毛受　敏浩 氏　　（公財）日本国際交流センター　執行理事

浦　　輝大 氏　　JICA 多摩地区デスク　東京都国際協力推進員

贄川　恭子 氏　　（特活）  ＷＥ21 ジャパン　事務局長

松本　義弘 氏　　横須賀市政策推進部　副部長兼国際交流課長

にえかわ
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３月 22 日（土）　13:30 ～ 16:00（２月８日悪天候の為、延期）、延期）

セミナールーム２０１（2F）

セミナールーム２０２（2F）

セミナールーム６００（6F）

パ ネ リ ス ト

コーディネーター

コーディネーター

パ ネ リ ス ト

コーディネーター

パ ネ リ ス ト

外国にルーツを持つ子ども達の学習支援と居場所づくり

※悪天候の為、中止になりました

外国にルーツを持つ子ども達は、日本語や学習の遅れなどにより周囲のサポートを必要と
している実情があります。また、日本の文化や地域になじめず孤立感を深めているケースも
見られます。このような子ども達に様々なサポートを行っている活動例を紹介するとともに、
高校進学後の様子なども知ることにより、学習の支援や居場所づくりをどのように進めていっ
たらいいのか、皆さんと一緒に考えます。

梶村　勝利 氏　　東京日本語ボランティア・ネットワーク　代表

中西　久恵 氏　　CCS/ 世界の子どもと手をつなぐ学生の会　事務局長

海老原周子 氏 しんじゅくアートプロジェクト　代表

角田　　仁 氏 東京都立小山台高等学校　教諭

ドキュメンタリー「多民族社会の風」をもとに防災の今を考える

平成７年１月に発生した阪神淡路大震災は、都市の直下型地震で死者６千人以上と大きな
被害をもたらしました。その復興のプロセスを通し、日本人と多国籍住民がともに生きる社
会や豊かに暮らすまちづくりへの道を描いたのが、ドキュメンタリー「多民族社会の風」です。
今、東京で大地震が発生した時、当時の教訓や取組は生かされるのか、ドキュメンタリーの
出演者を交えて考えるとともに、東北での支援活動例についても報告していただきます。

山本　重幸 氏 共住懇　代表

田村　太郎 氏 （一財）ダイバーシティ研究所　代表理事

吉富志津代 氏 （特活）たかとりコミュニティセンター　常務理事

合田　茂広 氏 （一社）ピースボート災害ボランティアセンター　理事

東京には約 39 万人、200 近い国・地域から来た人々が暮らしています。このように日本で日常的な生
活を営むすべての外国人を「生活者としての外国人」と呼んでいます。外国人も「地域で暮らす生活者」
であり、住民であるという考え方に立つものです。この分科会では、「生活者としての外国人」が通う地
域の日本語教室に役立つ「標準的なカリキュラム案」の活用について、実際の活動例や教材の紹介を交
えてお話しします。希望者には詳しい資料をお配りしますので、これからの活動の参考にしてください。

地域の実践から考える「生活者としての外国人」のため
の日本語教育

吉田　聖子 氏 （公社）日本語教育学会 人材育成プロジェクト・コーディネーター

加藤　早苗 氏 文化審議会国語分科会日本語教育小委員会委員
 インターカルト日本語学校　校長
北村　弘明 氏 聖徳大学言語文化研究所　教授
矢崎　理恵 氏 （社福）さぽうと 21 学習支援室コーディネーター
増田麻美子 氏 文化庁文化部国語課　日本語教育専門職
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Ⅱ　実施概要

分科会　1

●テ　ー　マ　　地域づくりと国際協力～わたしたちにできること～

●ね　ら　い　　実際に地域密着での国際協力や国際協力啓発活動に取り組んでいる方にご登壇いただ

き、地域で行われている様々な国際協力の取組についてお話いただきます。本分科会は、参加者が地域

で取り組まれている国際協力の事例を聞くことで、国際協力と私たちの生活との繋がりを知り、身近で

始められる国際協力のヒントを得ることを目的とします。

●コーディネーター　　富野　岳士 （（特活）国際協力 NGO センター事務局次長）

●基 調 講 演　　毛
めんじゅ

受　敏浩 （（公財）日本国際交流センター　執行理事）

●パネリスト　　毛受　敏浩 （（公財）日本国際交流センター　執行理事）

浦　　輝大 （JICA 多摩地区デスク　東京都国際協力推進員）

贄
にえかわ

川　恭子 （（特活）WE21 ジャパン　事務局長）

松本　義弘 （横須賀市政策推進部　副部長兼国際交流課長）

●参 加 者 数　　２９名

司 会：本日は「地域づくりと国際協力〜わたしたちにできること〜」というテーマで地域に密着した

国際協力や国際協力啓発活動に従事されていらっしゃる方々にご登壇いただき、地域で行われ

ている様々な国際協力の取り組みについてお話をいただく。

地域づくりと国際協力

毛受　敏浩氏　

（公財）日本国際交流センター執行理事

毛受　敏活 氏

in TOKYO

2014.2.8

tmenju@jcie.or.jp

「地域づくりと国際協力」というテーマでお話を

させていただくが、主な話の内容は「人口減少」に

ついて前半で話をさせていただき、続いて「地域

活性化に向けての国際協力」について述べる。
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•

•

人口がどんどん減っているということは皆さん

ご存知かと思うが、あまり知られていないのは人

口の減り方はこれから加速度的に減少していくと

いうことである。

2013 24
2020 60
2030 80
2040 100
2050 130

毎年 24 万人の減少と言われているが、オリン

ピックの開催される 2020 年には 60 万人減少す

ると言われている。2050 年には毎年 130 万人の

減少。四国の人口 4 百万人だが、2050 年には、

3 年すると四国はなくなるという計算で人口は減っ

ていく。

人口が減るだけでなく、少子高齢化が言われてい

るが、15 歳未満の人口が 2005 年には 18 百万人、

2035 年には、11 百万人といわれており、15 歳

から 64 歳の「生産年齢人口」の年齢層は、2005

年には 84 百万人、2035 年には 63 百万人と働

く人は 2 千万人減少する。

2035 年には 2005 年に比べて人口が 2 割以上

減る自治体が６割。75 歳以上の人口が 25% の自

治体が社会に依存する人口が 4 割を占めることと

なり、子どもがいない社会が生まれる。

人口を増やせばいいと思われるが、既に手遅れ

である。ベビーブームで誕生した「団塊の世代」が

生まれた時代は、1947 年から 1949 年 3 年間く

らいで終わっている。

5

2000 2012 35 K

K

6

2035

2008

7

ベビーブームの人たちの次の世代、「団塊ジュニ

ア」といわれる人たちがいるわけだが、その人た

ちが 1971 年から 74 年生まれということで、こ

の時期も短い。その後の世代は、団塊ジュニア世
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代に比較して人口が 3 割程少ない。その人たちが

3 割多く産んでも、元々の人口が少ないので、出生

率を上げても追いつかないという現状がある。

•

•

地域社会の将来はどこに見いだせるかという点

だが、特にアジアと草の根レベルで多面的につな

がることが重要と私は考える。人や経済の交流だ

けではなく、人の結びつきや、人もどんどん移り

住んで行くということになっていかないと、恐ら

く日本という国は持たないのではないか。

NGO

•

NGO

NGO の役割は、2 つある。1 つは、海外の現場

での活動、もうひとつは日本国内の現場である。日

本の地域社会の中で、新しい光を投げかける存在

であり、日本の未来を切り開く存在である。それ

はなぜかというと、日本は内向き傾向や閉塞感が

強いと言われている。

私にとって「内向き志向」や「閉塞感」という

言葉が持つ意味は、未来を悲観しており、リスク

のあることはなるべく避けたい、ということであ

る。国際協力というのは、世界と手をつないで行

こうということなので、一般の人が「世界と繋がっ

ている」と実感できる機会である。日常生活から世

界と繋がることで、日本の事を違う次元から考え、

新たな視点で暮らしを見つめることができる。視

点だけではなく、NGO の活動は個人のエンパワー

メントにつながるのではないかと思う。

•
•
•

「地域を変える国際協力」とは、地域と世界を結

びつけるだけではなく、市民同士を結びつける役

割を担っている。体験に基づく新しい視野を国際

協力は与える事が出来る。

「グローバル人材」とは特別な人たちではなく、

開かれた意識を持つ一般市民であり、これからの

日本に必要になってくるであろう。開かれた意識、

新しい事にチャレンジする意欲、そういう意欲を

持った人たちを作るのが国際協力の日本国内での

役割ではないか。
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浦　輝大氏

JICA 多摩地区デスクは八王子市役所内にある多

文化共生推進課にあり、国際協力を市民の方々に

知って頂く活動を展開している。

毎年八王子市で開催される国際交流フェスティ

バルは、国際交流協会、市役所、JICA が主に実施

しているが、毎年 1000 人程の方にご来場いただ

いている。

JICAJICAの取り組み

浦　輝大氏

JICAJICA多摩地区デスク　東京都国際協力推進員
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フェスエティバルでは、NGO/NPO の方々にも

ご参加いただき、ブース展示等の実施を通し、国

際交流、国際協力の各活動について、市民の皆様

への紹介を行っている。

自分自身が青年海外協力隊の体育隊員（バヌア

ツ）であったことから、「スポーツから考えるグロー

バル人材セミナー」を実施している。このセミナー

では、体育関係で海外に行った協力隊員やこれから

体育関係で青年協力隊員を目指す人が中心となり、

海外と日本の体育教育の異なる点や捉え方の違い、

海外で日本人が体育を指導する必要性等について

話し合っている。海外では、運動と規律を守るこ

とがなぜ一緒なのか、運動と規律は何にも関係な

いと言われ反発されることが多い。日本の体育は、

もともと軍隊から派生しており、規律を守り、組織

としての人間を作るという意味を含んでいた。しか

し海外においては、運動は「楽しむもの」であると

いう認識の違いから、体育隊員は自分たちの活動

について現地で思い悩むことが多々ある。セミナー

では、日本人のアイデンティティはどこからきて

いるのか？我々日本人はどういう民族なのか？と

いった内容を話し合う場としても展開している。

青年海外協力隊体験談を行う出前講座も年間約

30 件行っている。最近では「国際協力は余裕のあ

る人が行うものだ」と言われることが多く、特に初

等中等教育の現場で重要だと感じられているのは

「多文化共生」ではないかと私自身は実感している。

クラスの中に海外からの生徒が増加しつつあると

いうこともあり、多様性を認めながら一緒に生活

していく事について生徒を対象にした講座をして

欲しいという要請が近年増えつつある。

国際協力とは「知ることがすでに国際協力」で

ある。私自身は青年海外協力隊員として海外で活動

する機会をいただいたが、日本国内にいながらも、

日本と世界は繋がっていることを認識し、国際協

力を意識することの方が大切であると感じている。

今までの日本は、特にご年配の方々からよくお

聞きするのは「国際化＝インターナショナル」や「英

語を話せるように」といったことで、日本では重

用視されていたという事である。
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贄川　恭子氏

（特活）WE21WE21ジャパン　事務局長

贄川　恭子氏

WE21

2014 2

しかし若い世代は、文部科学省がグローバル人

材育成の推進を打ち出したこともあり、大学で「グ

ローバル」をテーマにした授業が増え、学生自身

が特に意識しなくても多様な海外の情報を得るこ

とができる時代に変わってきた。

途上国での海外研修へ参加したり、先進国以外

の国に目を向ける若者も昔と比べて増加しつつあ

るという印象を受ける。

私が業務で携わっている国際交流フェスティバ

ル等で、この二つの世代が一緒に何かをしようとす

ると、意識の違いが問題になってくることがある。

学生はグローバルという視点で意見をし、年配の成

功体験が多い方は先進国に目が向いている。私の位

置はその中間にあり、まとめるのがなかなか難しい

と感じることもある。しかし、国際協力の活動に

は国境の概念はなく、日本も海外も先進国も途上

国も関係ないという気持ちで日々取り組んでいる。

地域拠点をもつ市民参加型事業地域拠点をもつ市民参加型事業
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4

WE

56 1

WE21

37 NPO

WE21 NPO

WE

WE21
NPO

WE ショップは神奈川県に 56 店舗、東京にも 1

店舗オープンし、合計 57 店舗ある。

市民の方から「まだ使えるけれども自分は使わ

ない」というものをご寄付いただき、販売し、そ

の売り上げで国際協力や地域活動を行っている。

我々の活動のモデルはイギリスのオックスファ

ムである。オックスファムと違う点は、オックス

ファムは直営型で、中央組織がすべての店舗を管

理しているが、WE21 は地域ごとに独立した NPO

が店舗を運営している。草の根で分権型であるの

が WE ショップの特色であり、小さい店舗が多い。

6

2012

事業実績については、去年海外へ送った支援金

は約 3 千 3 百万円で、海外だけではなく東北震災

の支援のためにも使っている。

WE21

「チャリティショップ」と言われることもあるが、

チャリティショップという言葉に抵抗があり、あ

まり使わないようにしている。というのは、リユー

スリサイクル活動をしているが、一番大切なのは

日本と世界がつながっている、世界で起こってい

ることが私たちの暮らしとつながっていることを

伝えることを重要にしているからである。

売れなかった衣類は、故繊維会社でさらにリサ

イクルされている。衣類以外のガラスや携帯の回

収も進めるなど、リサイクル機能を少しずつ増や

している。

30
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17

WE

収益で国際協力活動を行っているが、WE21 グ

ループ全体の支援先は 30 か国で、市民交流も年

に数回行っている。この交流は市民と他国の方々

との顔の見える関係を作っている。一般の NGO の

場合、既に国際協力に関心のある人がアクセスし

てくるのに対し、WE ショップの特徴は、国際協力

に関心のない方がお店にいらっしゃることである。

「あそこは安いものがある」「面白い物がある」と買

い物に来られる方も、店舗内にある国際協力の展

示物をご覧になることを通して、自然に情報が入っ

てくる。

またショップでは、ワークショップも頻繁に行っ

ており「私が今朝食べたものが世界のあの地域に

繋がっており、その国にはこのような環境問題が

起こっているのか」というように、知っていただ

くきっかけにもなっている。

•
•
•
•

NGO

NGO

•

•

•
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　次に地域にもたらす効果であるが、目に見え

る形で示しにくいが、具体例を 2 つあげる。

　1 つは、児童労働について市民向けに報告会

をしたときのことである。NGO に発表していただ

いたが、児童労働をしている子どもの数割合をス

タッフが質問すると、全員が正確に答えた。4 ～ 5

年継続して活動を続けると、現状を正確に把握す

るようになっていたのである。

　フィリピンで台風被害が発生した際には、募

金箱を置くよう地域の方から声があがった。大き

な団体だと、結果どう使われたか分からない上に、

募金したお金が動くまでに時間がかかるというこ

とがある。今までも募金箱を置いて、きちんと成

果を返してきたという実績があり、そういった意

識を持っていただけたと思っている。

　今後の展望としては、我々は国を超えた市民

同士のつながりを大切にしてきた。WE ショップを

中心にして、地域の方が集まり、コミュニティ対

コミュニティをつなげることができる。毎日 57 店

舗が動いていると苦労も多いが、素人で始めた人

が少しずつ玄人になってきている。できれば神奈

川以外にも活動を広げて行きたい。

Thank you ! 
Thank you
Thank you!

地域づくりと国際協力＜連携と協働＞地域づくりと国際協力＜連携と協働＞

—フェアトレードの啓発をとおして——フェアトレードの啓発をとおして—

松本　義弘氏

横須賀市政策推進部　副部長兼国際交流課長

松本　義弘氏

1

25 in TOKYO
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2

1
NPO

(2004 11 )
•
•

横須賀市が NGO/NPO、市民団体と連携を始め

たのは、NPO 横須賀国際交流協会の自主事業とし

てフェアトレードコーヒーの販売を開始したこと

がきっかけである。市から NPO 横須賀国際交流協

会に業務委託をしている関係で、委託料が協会歳入

の半分以上か確認する義務がある。それが横須賀

市がフェアトレードを勉強するきっかけとなった。

3

2008 1

2008 年に横須賀市の国際協力担当者向けの研

修会でネパリバザーロ（横浜を拠点に 1992 年か

ら活動を行っているフェアトレード団体）の副代表

の活動報告があり「フェアトレードは参加型の平

和学である」というお話があった。「国際協力」と

いうとハードルが高く感じるが、平和学という切

り口があることを知った。

4

それを聞いて、自治体にできること、自分にで

きることはなんだろうと考えた結果フェアトレー

ドの「啓発」だと思った。

5

2008

FT
NGO NPO

FT

具体的には、自治体がフェアトレードに取り組

む意義とは、1 つは NGO/NPO と連携した平和啓

発事業であり、2 つめは次世代育成事業である。

6

7

8
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平和啓発事業としては、20 年以上続けている「市

民平和のつどい」という平和イベントのテーマを

2008 年からフェアトレードにした。

9

次世代育成事業では、高校生を対象にしたフォー

ラムで、フェアトレードをテーマにして実施した。

10

どちらも今までやってきた事業に、フェアトレー

ドを加えて実施した例である。

11

1

2

3

こういった取り組みは、どこから始めたらいい

のか？まずは「楽にできることから始める」。既存

の事業に相乗りさせながら、今までのものに一味

加える。自分の理解の範囲でできることを始める、

自分で納得していることを実施する。よく「予算が

ない」「人員が足りない」ということも耳にするが、

汗だけでできることが必ずあるはずなので、それ

を探してやることが重要。

12

1

横須賀市の場合、４つの国際式典で必ずレセプ

ションを行う。そこで提供するコーヒーをフェアト

レードに替えるという小さな工夫が出発点になっ

た。

13

14

15

2

2009 5 9 10
2014

2010 1 4
2014
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16

17

2011-2013

行政計画にもフェアトレードを明記した。

(2011-2013)
-

19

可能かどうか分からなかったが熱心に説明した

ら「フェアトレードの普及促進を行います」と市

の実施計画と環境基本計画で計３項目に渡って掲

載された。

21

24 2012 6

2012 年には姉妹都市との交換留学生事業（高

校生交換留学プログラムの選考作文と現地研究の

テーマをフェアトレードに設定）が評価され、総

務大臣賞を受賞した。

Corpus Christi

Fremantle

Medway

Brest
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23

23

24

25

26

•

•

27

28

29

30
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31

NGO NPO

32

皆さんには「一緒にできるんだ」ということを、

一人で行動する段階から信じていただきたい。それ

が、他者との連携をすすめるうえで非常に大切な

こと。もう一つは、連携を始めたら途中でやめない。

よく自治体は次年度には違うことをしようと言う

が、違うことをする必要はない。同じことを愚直

に続けることが連携・協働で信頼関係を築く基本

である。

25

•

33

34

25 2014

NPO
FT

35

36

25 2014

NPO
FT

37
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38

そして小さな成功体験を共有すること、支持す

ること。仲間、連携先が考えだした新たな案に気

づくこと、またそれを大切にすること。「あなたに

は何ができますか」ではなく、「私にできることは

なんですか」と尋ねること。成功まで本気になっ

て一緒に汗をかくこと。こうしたことが国際協力

の基本だと思っている。

世界中がつながっているので、日本だけがよく

なることはありえない。地球のみんなが良くなる

ために、皆さんにできることを行動に移すことが

大切なのではないか。世界の空と海はと日本の空

と海につながっているのだから。

富野氏：富野氏：

本日のパネルディスカッションでは、パネリス

トがそれぞれの立場で実践している地域に根付い

た国際協力の取組みから見えてきた現状の課題を

洗い出し、今後のあるべき姿について考えを深めた

い。そして、一般市民でもある「わたしたち」一

人ひとりができることについて皆さんと一緒に考

えてみたい。まずは、先ほどの 3 名の事例発表を

聞いて、毛受さんからコメントをいただきたい。

富野　岳士氏

毛受氏：毛受氏：

浦さんは現場をずっと歩いていらっしゃるとの

ことで、グローバルとインターナショナルについ

て、明確に仰っていただいたのは初めてかなと思

う。国際協力、国際交流、多文化共生が繋がりな

がら、というのが面白いと思った。途上国でスポー

ツの話をした際に、日本式の規律という体育が軍

隊から派生したということで、海外に出たからこ

そ日本の体育の見方が変わったということで、そ

れも国際協力のひとつの在り方であるし、今まで

と違う側面が見えてきている。

WE21 については、フランチャイズ的に拡大で

きたのか。NGO はお山の大将としてひとつ構えて

いるところはあるが、面的な広がりがあるというと

ころでは、なかなかそういった活動をしている団

体は珍しい。平塚の店舗は、多文化共生も念頭に

いれてカフェを運営している。地域の面的な NGO

というのは他にないと思う。活動を展開した秘密

はどこなのか伺いたい。

横須賀市のフェアトレードは、自治体でもここ

までの活動ができている。いろいろなものをハイ

ブリットに混ぜていくアイデアが活きている。自

治体の立場からどうアプローチするのか。自治体

として斬新だと思った。

富野氏：富野氏：

本日事例報告をしていただいた 3 名は、それぞ

れの立場で地域に根付いた国際協力の取組みを実

践されていることがわかったが、「日々の活動を通

して現在直面している最重要課題は何か？」を皆

さんにお伺いしたい。

パネルディスカッションパネルディスカッション
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浦氏：浦氏：

若い層の方々と社会人経験の豊かな方々が一緒

にイベントの実行委員会を行うと経験豊かな方の

意見が強くなり、学生は比較的事務的な要素が多

い。そうすると、学生が来なくなってしまう。なぜ

来なくなったのかと経験豊かな方々は悩まれるが、

中間的な立場から見ているとそういった学生の気

持ちがわかる。しかし、一方で学生に全て任せよ

うとなると、学生にそこまでやっていく実行力が

あるのかと思うところもある。その調整やバラン

スを取ることが難しい。

贄川氏：贄川氏：

一番の課題は、活動を行う方々の世代交代であ

る。活動を始めた 40 代 50 代の主婦が 10 年以上

継続している。もっと参加する人を多様にしてい

きたい。コンビニのように若い人からお年寄りま

で誰もが気軽に入れる WE ショップにしてきたい。

まずそのためには、ショップの雰囲気を変えていく

のもひとつ。HP や Facebook の分析から、30 ～

40 代の男女が最も多くアクセスしており、若い人

が関心をもってくれていることがわかった。そう

いった世代の方々に活動の場に参加してほしいた

め、Facebook や Twitter、メルマガを始めるなど

工夫をしている。ファンを増やして地域でやってい

るイベントにも足を運んでいただき、いろんな世

代の方に参加していただけたらと思っている。就

労支援のサポートや学校・企業の体験の場にはなっ

ているが、まだ大きな流れにはなっていない。

松本氏：松本氏：

活動の意義自体、何をどうすればいいのか、仲

間も含めて内外で意識をどう共有できるかという

点。フェアトレードがなぜ必要なのか、自分自身や

身近にいる人たちがどこまで理解できるか、そこが

課題である。多文化共生と同様に、目を向ける相手

が多様化している。国籍・民族の違いからはじまり、

ジェンダーや世代の違い、経営者と顧客という視点

の違いも存在していて、こうした多様化する違いを

包括して、フェアトレードの理念をいかに馴染み

やすくして共有できるかという課題を抱えている。

富野氏：富野氏：

確かに、声の大きな人に引っ張ってもらうこと

も大事だが、一方でついていけない人もいる。世代

間のギャップ、一部の人に活動が偏ってしまうとこ

ろをどうバランスを取っていくか、はどの組織に

とっても重要な課題である。NGO も気を付けなけ

ればならないのは、報告会をして大切なことを言っ

ているつもりでも、あまり NGO 活動に詳しくない

人たちに対しては、正面から正しいことを熱く語っ

ても伝わらない。相手の立場に立って伝えること

が大切である。登壇者の皆さまのお話しを聞いて

いて、国際協力を地域の方に伝えるために苦労し

ている共通点はそこにあるかと感じた。

このような課題に直面しながらも、それぞれの

アクターが地域に根付いた国際協力を進めること

の意義について、毛受さんにお尋ねしたい。

毛受氏：毛受氏：

やはり、活動することが楽しいということが受

け入れられるということではないか。活動すること

で新しい発見があることや、知らない自分自身を見

つけることができるなど、知的な意味での楽しさ、

面白さを刺激できるような活動が NGO である。

富野氏：富野氏：

確かに、「楽しい」とか「面白い」というのが大

事なのだろうと感じる。「NGO は社会的にいいこ

とをやっているから支援してください」ということ

をよく言うが、それはその通りだが、それ自体が「楽

しい、面白い」と思えることが最初のきっかけと

して大事なのではないかと思う。最初から知識を

つめこむことや、上から目線にたって講義をする

ということよりも、知的おもしろさを提供するた

めに NGO がもっと工夫していくと、次の一歩を踏

み出すことにつながるのではないかと思う。

今日ご登壇いただいた方は、いわば国際協力の

専門家や仕事で国際協力に関わっている方である。

他方、市民にとっては、途上国でプロジェクトに関

わるとなると国際協力はハードルが高いと思われ

てしまいがちだが、地域で行う国際協力というのも

実は大事な役割を担っている、ということをお伝え
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するのが本日全体のテーマである。しかしながら、

地域に根差した国際協力をどこからはじめたらい

いのかわからないという方も多くいると思うので、

地域に根付いた国際協力を進めるにおいて“わたし

たちにできること”について、パネリストの皆さ

まそれぞれの立場からアドバイスをいただきたい。

松本氏：松本氏：

知って、考えて、楽しく行動を起こすこと。楽

しいことをやることが大切。お互いの良さを褒め

あうことも大切である。けなしあうとマイナス面

が見えてくるが、褒めあうことで、良いところが

見えてくる。楽しみながら既存事業に国際協力を

つなげていくこと、PR していくことが重要だと思

う。

贄川氏：贄川氏：

地域で運営している立場から「買い物で国際協

力を」ということを取り上げたい。ただ「WE ショッ

プで買い物をして」というだけでなく、普段買い物

で品物を選ぶときにそれがどこからきて、その地域

にどういう問題が起きているのかを考えて欲しい。

浦氏：浦氏：

以前ある人に「世界の格差をなくそうと行動す

るだけではなく、世界の格差がなくなるような意

識を持った子どもをひとりひとりが育てればいい」

と言われたことがある。そういう考え方も持ちな

がら長期的なビジョンで考えられればいいのでは

ないかと思う。

毛受氏：毛受氏：

NGO は会員制度をとっているところがあるの

で、会員になってみるのもいいと思う。メディア

で報道されていることと異なる情報も、NGO の

ニュースレターで得られる。同じ活動について定

点観測することもできる。NGO によって活動が違

うが、どの活動が一番効果的なのか、ということ

を観測するものひとつだと思う。

■まとめ■まとめ

富野氏：富野氏：

最後に、登壇者から一言、「地域に根付いた国際

協力を進める上で最も大切だと思うことはズバリ

何か？」をキーワードでいただきたい。

浦氏：浦氏：

「芯をついていること。」学校で国際協力をやっ

ていることはすばらしいが、学校の現場には必要

がないと言われたことがあった。学校は NGO の自

己実現の場ではないと言われた。立場をわきまえ

ながら、おもしろくて現場でのみずみずしい体験

を伝えられるかということが大切なのかと思う。

贄川氏：贄川氏：

「国という境を意識しないで考えていく。」はじ

めてフィリピンの山岳地域にいったときにすごい

ところに行くのだと意気込んでいった。実際に行っ

てみるとなんてことのない祖母の家のような暮ら

しであった。私たちの失ったものがある、学ぶこと

の多いコミュニティであった。国ってなんだろう、

と思うが、壁は自分の心の中にあった。壁を取り

払うことが大切だと思う。

松本氏：松本氏：

「国際協力は援助、支援ではない。対等な関係の

なかでお互いの得意なところと不得意なところを

交換しあって活動していくこと。」これを理解して、

自分が起こせる行動を見つけて楽しく行動する、や

めずに続けてみる、それが身近なものではないか

と思っている。
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毛受氏：毛受氏：

「橋渡し役が必要。」橋渡しをするときに、共感

をテーマにして人をつなげていくことが大切であ

る。お互いのことを分かりながら繋げていく人が必

要だと思う。そのときに人を動かしていくわけであ

るが、いろいろな手法があり、楽しくもひとつだが、

危機感も一つであると思う。

地域社会から変えていく、その役割を NGO が

持っていると思っている。新しい時代の橋渡しを

NGO が担っている。自分たちの理念を人々と共感

して広げていくことである。

富野氏：富野氏：

本日のパネルディスカッションを通して、地域

に根付いた国際協力を実践されている登壇者の皆

さまから新しい視点やキーワードを沢山いただけ

たのではないかと思う。

最後に、本日の分科会をなぜこのテーマ「地域

づくりと国際協力～わたしたちにできること～」で

企画したのかを話して終わりにしたい。

NGO は途上国に目が向きがちだが、事務所があ

る地域や国内にももっと目を向けていくことが大

事ではないかと常々思っていた。海外で継続して

よい活動をするうえでも、地域の人に支えられて、

地域の人の意識も変えながら、海外と地域という

両方の視点をもつことがとても大切だと思ってい

た。また、JICA や自治体も、いろいろな仕事や取

り組みの中で、地域社会と国際社会を結ぶような役

割があるということを、皆さまと共有したいと思っ

ていた。そして、一般市民でもある「私たち」にで

きることとして、国際協力はハードルが高いと思わ

れるかもしれないが、自分たちにできることから

はじめればよいのだという気付きを皆さまに与え、

それをきっかけに何かアクションを起こしていた

だけたらと常々思っていた。それが、フェアトレー

ドのような買い物かもしれないし、今日学んだこ

とを家族や友達に話すことかもしれない。このよ

うに、NGO、JICA、自治体、そして一般市民の皆

さまにとって、地域に根付いた国際協力の意義を

伝えられればと思い、本日の分科会を企画した。

本日は大雪の中、この分科会に参加していただ

き、改めてお礼を申し上げたい。
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梶村　勝利氏

分科会　2

●テ　ー　マ　　外国にルーツを持つ子ども達の学習支援と居場所づくり

●ね　ら　い　　外国にルーツを持つ子ども達は、日本語や学習の遅れなどにより周囲のサポートを必

要としている実情があります。また、日本の文化や地域になじめず孤立感を深めてい

るケースも見られます。このような子ども達に様々なサポートを行っている活動例を

紹介するとともに、高校進学後の様子なども知ることにより、学習の支援や居場所づ

くりをどのように進めていったらいいのか、皆さんと一緒に考えます。

●コーディネーター　　梶村　勝利（東京日本語ボランティア・ネットワーク　代表）

●パネリスト　　中西　久恵　（CCS/ 世界の子どもと手をつなぐ学生の会　事務局長）　

海老原周子　（しんじゅくアートプロジェクト　代表）

角田　　仁　（東京都立小山台高等学校　教諭）

●参 加 者 数　　31 名

コーディネーターより挨拶

梶村　勝利氏（東京日本語ボランティア・ネットワーク　代表）

外国にルーツを持つ子どもたちは、日本語や

学習の遅れなどにより周囲のサポートを必要とし

ている実情がある。また、日本の文化や地域にな

じめず孤立感を深めているケースも見られる。こ

の分科会では、このような子どもたちに様々なサ

ポートを行っている活動例をパネリストの方々に

紹介していただく。また、高校進学後の子どもた

ちの様子なども知ることにより、今回のテーマに

ついて皆さんと一緒に考えていく。

まず、パネリストの方々には 15 分ずつ活動を

紹介していただき、さらに各 5 分程度で補足、別の視点からのご意見等を伺う。参加の皆様には、休憩時

に配布した用紙に質問事項を書いていただき、後半でパネリストの方々に答えていただく。皆様には、この

分科会で何らかのヒントを見つけていただきたい。そして、それらが実際の活動現場で活かされることを期

待している。
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中西　久恵氏

CCS

2014 2 8
in TOKYO

2

1

1

2

3

Contents

2

CCS

◆ CCS/ 世界の子どもと手をつなぐ学生の会とは

⇒・学生 ( 主に大学・大学院生 ) 主体の NGO 団体

・外国にルーツを持つ子どもの学習支援

1 1

4

◆外国にルーツをもつ子どもたち：文化的背景・来

日理由・来日時期もさまざま。

1 2

5

◆外国にルーツをもつ子どもが抱える問題とは？

⇒自分の意思とは関係なく来日している。（例：

親の仕事、結婚・再婚　など）

また、親もいつまで日本にいるのか、先の見

通しが立っていない場合が多いので、子ども自

身も、自分が将来どの国にいるのかが分からず、

宙ぶらりんな状況に置かれている。そのような中

で、勉強する場所と居場所を提供するのが CCS

の役割。

6

1 2

各登壇者より発表

（１）中西　久恵氏　（CCS ／世界の子どもと手をつなぐ学生の会　事務局長）（１）中西　久恵氏　（CCS ／世界の子どもと手をつなぐ学生の会　事務局長）
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　日本人生徒の高校進学率：9 割以上

　外国籍生徒の高校進学率：6 割以下

⇒ CCS では高校進学のサポートに力を入れてい

る。

◆子どもたちはどのようなことで困っているの

か？

8

1

1 2

・日本語習得：読み書きができるようになるには時

間がかかる。

9

2

1 2

・教科学習習得

日本語で書かれた教科書を理解し、テストで

良い点を取るのはかなりハードルが高い。母国

で優秀であっても、日本に来て悪い成績を取っ

てしまい、愕然としてしまう。

10

3

1 2

・孤立・不適応　メンタル面での問題

反日デモ等の社会的な問題が、子どもたちの

精神に影響を及ぼす。どこに行っても「外国人」

と呼ばれ、疎外感を感じてしまう。

11

4

1 2

・日本の教育制度への保護者の理解不足

試験なしで高校に進学できる国がたくさんあ

り、それらの国から来た親の多くは、日本に高

校受験があることや、受験の仕組みを知らない。

2 1 CCS

13

◆ CCS 発足の経緯

大学生・若い社会人が主体となって活動

⇒先生や親といった「大人」の立場ではなく、

「お兄さん・お姉さん」のような存在として子ど

もに寄り添い、一緒に頑張っている。学習だけ

でなく、メンタルや生活面でのサポートを行う

こともある。

1993 1994 2002 2014

2 2 CCS

14
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2 3

15

◆ CCS の歴史、組織概要

1993 年：八王子で発足。学生が子どもの自

宅を訪れ、家庭教師のような派遣型サポートを

行っていた。

現在：八王子、三鷹、目黒、練馬、新宿、日

暮里で活動している。その後、ニーズが高まっ

てきたこともあり、教室型のサポートに切り替

わり、現在に至る。

2 4 CCS

•

•

•

•

•

•

•

•

•

16

2 5 1

17

◆ CCS の活動内容：三者への働きかけ

①対子ども：学習面でのサポート、居場所・交流

する場の提供

②対保護者：情報提供、教育相談

③対社会：日本社会や日本人の意識を変えるため

の情報発信

18

2 5 1

◆具体的な活動例

◎学習支援：学校の勉強、高校進学のサポート

学生と子どもが 1 対 1 になって勉強を教えて

いる。場合によっては、グループになってゲー

ム形式で勉強することもある。（例：夏休み自由

研究対策のための理科実験）

19

BBQ

2 5 1

◎交流イベント実施：年齢を超えた縦のつながり

・料理教室：子どもたちが母国の料理をつくり、み

んなで食べる。学生はアシスタント。

・バーベキュー、チーム対抗のミニ運動会

・年 1 ～ 2 回の遠足 ( 水族館、動物園など）

・学校行事への参加 ( 学芸会、運動会、卒業式など）

20

2 6 2

2011 Human Rights”

2012

2013
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◎映画ワークショップ：言葉を使わずにできる表

現活動。プロの映画監督もサポート。

2011 年 度　 子 ど も た ち が 大 人 に イ ン タ

ビューをしてまとめたドキュメンタリー映画

2012 年度　「将来を考える」をテーマとした

ワークショップ

2013 年度　自由な手法による、自分のプロ

モーション映画の作成

21

2 7

2 8

33

22

◎進路ガイダンス：親以外の大人を知り、仕事観

や将来像を描く

・職場訪問とインタビュー

・進路の選択肢、かかるコストや奨学金について

・多言語通訳付きの進学ガイダンス

2 9

23

◆アドボガシー活動

学校に赴いて講演を行い、外国にルーツを持

つ子どもが抱えている問題について情報を発信

する。

24

http://www.ccs-ngo.org/

CCS
http://blog.livedoor.jp/ccs21/

Facebook  

27

28

29
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30

0 5 10 15 20 25 30

14

31

0

5

10

15

20

25

30

35

2 4 5 6 1 2 3 1 2 3

◆どのような国から、

どのような目的で日本に来た人？

33

34

2012 203 3,656
80%
12

2012

35

50%
9%

8%
8%

7%
6%

3%
2%

2012

36

2012
66 8,869

23,657

25 1

2012

◆どこに暮らしているのか？

38

70%
2012

10 50%
2012

◆どんなことで困っているのか？

40
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41

42

43

3K

44

◆子どもたちは日々どのようなことを感じている

のか？

46

47

（２）角田　仁氏　（東京都立小山台高等学校　教諭）（２）角田　仁氏　（東京都立小山台高等学校　教諭）

角田　仁氏
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「外国につながる生徒の支援と居場所づくりの試み

　多様化する夜間定時制高校の現場から」

・夜間定時制高校の変容

1960 年代には 100 校あったが、現在では

50 校程度に減少した。

1975 年に東北地方からの集団就職制度が終

わり、勤労青年が通うための学校としての役割

が低下していった。その後、入学してくる生徒

が抱える事情が多様化し、現在では教育セーフ

ティネットの役割を果たしている。

•

•

(

・多様化とマイノリティの生徒：「障がい」のある

生徒、外国につながる生徒

・「外国につながる生徒」とは何か？ その定義は？

・学校の現場ではその時々の場面に合わせて、呼び

方を使い分けている。

・無国籍や日本国籍、国際結婚の子ども ( ハーフ、

ダブル、ミックス）もいる。母語も多様。

200
40

2,186,121 2,088,872 2011/ 23 9

680,518 (31.1%)
578,495 (26.5%)
267,456 (12.2%)

2009/ 21
421,695

162,635 (38.6%)
115,845 (27.5%)
30,722 (7.3%)

2010/ 22 10

・外国人登録者数

全国で 200 万人を超える外国人登録者のう

ち、東京には 40 万人以上が住んでいる。

18,365 3,831
8,012 2,157
1,980 367

22 1
132 67

28,575 0.2% 6,212

22
:2

1,282 4 451
4,081 1,764 1,804

1,090 ( 2 332
1,427

317 2 43
382

16 3 8
31 24

2,725 2,203 22.8%
22

:2
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1950 40
1970 80 90
2010 96%

2010(h22)

2,870

1,152
2,870 1,152 =40%

・日本語指導が必要な子どもたちと高校進学率

全国の公立高等学校：1980 人（実際にはもっ

と多い）

都公立中学校：1090 人（全国 2 位）、都立高校：

317 人（全国 2 位）

⇒東京都における外国籍（日本国籍保有者、私

立高校進学者は含まず）の進学率は、1950 年

台の高校進学率（40% 台）と同じ状況であるこ

とが予想される。

◎厳しい状況にある生徒たち

・政治の民主化運動に身を投じる親を持ち、経済的

困難に苦しむ生徒

・中退する生徒⇒日本語がわからないため、何に

困っているのかがわからない。

2 1 2 2 2 1 1 1 1 13

5 1 1 2 1 1 1 12

1 2 2 1 1 1 1 9

3 4 1 1 1 1 1 12

11 8 5 4 3 3 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 46

13 10 55 22% 18%

12 5 58 19% 9%

9 4 44 20% 9%

12 3 57 21% 5%

46 22 214 21% 10%

◎東京都立小山台高校定時制の現状

・15 か国 46 名の外国につながる生徒（214 名中）

　⇒東海地方などとは違い、東京都では生徒たち

の国籍は多岐にわたっている。

・５人に 1 人が日本語支援を必要とする生徒

/

・東京都小山台高校定時制の取り組み：多様な生徒

とどう向き合うか

人権教育 / 多文化共生教育
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特色あるカリキュラム

・多文化理解と市民科

・ice breaking、インタビュー授業

•

•

・日本語支援：取り出し授業による並行授業

・補習：学生や退職教員によるボランティア

145 80

72 45

11

120

4
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◆放課後支援：離婚した親を持つ生徒へのサポー

ト（大学生による学習支援・相談）

PTA

◆学校運営連絡協議会：学識経験者、地域の日本

語教室の方をメンバーに迎える。

◆居場所づくり

(
(

(

(
( (

(

ME –net 2013

(3

・部活動、文化祭

・大学に行こうプロジェクトへの参加

・高校生交流フェスタ
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10
100% 100%

100% 100% :100%

・多言語による保護者会（通訳付き）

(2013)
2011

2012)

http://www.koyamadaih.metro.tokyo.jp/cms/html/catego
ry/26/index.html

◆子どもたちの人権保障：すべての子どもたちは

教育を受ける権利を持っている。

（３）海老原　周子氏　（しんじゅくアートプロジェクト　代表）（３）海老原　周子氏　（しんじゅくアートプロジェクト　代表）

海老原　周子氏

SHINJUKU
ART
PROJECT
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◆しんじゅくアートプロジェクトとは

外国にルーツを持つ子どもたちと若者たち、

日本人の子どもたちを対象に、芸術家の方々を

招いてワークショップを開き、共同制作を通じ

て子どもたちの様々な活動をサポートしている

団体

DVD

WS/ / /Outreach) 

Q&A 

BACKGROUND

10

◆活動拠点：新宿・大久保

・10 人に 1 人が外国籍住民

・外国にルーツを持つ子どもたちが小中学校の約 6

～ 7 割

・外国籍住民の孤立化、日本社会との摩擦

HISTORY

◆これまでの活動

・6 年前に活動を開始し、3 年前に団体設立。行

政独立法人国際交流基金社内公募制度「先駆的・

創造的事業」に採用されたのが始まり。平成 24

年度新宿区協働事業に採用される。

・芸術家を招き、外国にルーツを持つ高校生 20 名

を対象とした映像ビデオを共同製作する事業を

行う。新宿区で学習補助活動を行っている団体

「みんなのおうち」の教室に通う子どもたちが参

加した。

・写真、映像、ダンス、音楽のワークショップ

MISSION

Shinjuku Art Project believes “diversity” enriches the society.

“ ”

“Different is beautiful”

“Diversity is potential”

◆国際交流と多文化共生は表裏一体

・国際交流は伝統的な文化紹介などのきれいなイ

メージが強いが、多文化共生問題では「○○が

できない」といったネガティブなイメージが多

い。

・子ども自身ではなく、社会の仕組みに問題がある

のではないか。厳しい状況下での自発性や柔軟

性、多様性に関する寛容さなど、子どもには様々

な可能性が潜在している。多様性を持った子ど

もたちこそが未来の社会の担い手である。

・アートを通じて、多様性を強みと感じられる社会

を目指す。

AIM

◆外国での生活

・言葉・文化を知る

・仕事を得るための教育
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・ホスト社会、人と人とのつながり⇒アートを使っ

た共同作業を通じてつながる。

WHY WE USE ART?

◆なぜアートなのか？

・違いをプラスにとる→芸術はオリジナリティが求

められる。

・言葉ではないものを使い、誰でも簡単に参加でき

る。

・様々な視点、価値観に働きかけることができる。

◆活動：4 つのワークショップ（ビデオ、写真、ダ

ンス、音楽）を月１回行う

・プロの芸術家を招き、５～ 30 名の多文化の子ど

もたちが参加。

・外国にルーツを持つ子どもたちだけでなく、日本

の子どもたちも参加できる。いろいろな子ども

が参加するという状況を作ることが大切。

・中学生、高校生を対象としているが、それより下

の年齢の兄弟姉妹も一緒になって参加すること

もある。また、学習支援側のシニア層も参加し、

幅広い年齢層の人が集まる。

ACTIVITIES VIDEO WORKSHOP

《ビデオ撮影》《ビデオ撮影》

チームで一緒に作り、最後に発表を行う。テーマ

は与えるが、やりたいことをやっていい。

ACTIVITIES PHOTOGRAPHY WORKSHOP

《写真》《写真》

・個人作業。1 人 1 台のカメラを使い、テーマを

決めて自由に撮影する。

・ポストカードに印刷し、それらをボードに張り、

自分の作品にタイトルをつける。

・皆で各作品のタイトルを想像した後、最後に作成

者自身がタイトルを発表。

⇒視点や考え方の多様性をビジュアルで体験する

ことが狙い。

・教育現場の大人にとっても、子どもの様々な視点

に気づく機会となっている。

ACTIVITIES DANCE & PERCUSSION WS 

2012

2013

《ダンスとパーカッション》《ダンスとパーカッション》

・夏休みに週１回のペースで集中的に練習し、地域

のお祭りで発表する。

・体を動かしながら、異年齢の交流が活発に行われ

る。
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ACTIVITIES MUSIC WORKSHOP

GOW /
CHANNEL

O.G.Sacred

Sing for Philippine

i-tune

《音楽》《音楽》

・「自分のルーツに誇りを持つ」をテーマに、ルー

ツの異なる 3 人のアーティストを招く。

・アジアのルーツがある場合にはそれを隠す傾向が

ある。自分が外国人であることを隠し、親の存

在を恥ずかしがる子どもたちに、自分のルーツ

にもっと誇りを持ってほしい。

◆ワークショップの成果：地域での発表

ACTIVITY COMMUNITY

ACTIVITY COMMUNITY

ACTIVITY COMMUNITY

・毎年大久保祭りに参加し、ダンスを披露する。

・写真、映像作品は図書館等で展示する。

⇒地域に出していくことは大切。日本社会の意識

を変えないと何も変わらない。

INTERCULTURAL CITY

ART(MALAYSIA)    MBA(BERLIN)

Art-Ed

NPO

MBA

Social Business

◆海外との交流：イタリアの移民の多い都市の団

体との交流、マレーシアとベルリンからの視察

ACTIVITY YOUTH

WS

JTB CSR
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ACTIVITY AAF

ACTIVITY – OUR SPACE

WS

Web DVD

ACTIVITY – WS

WS

◆参加する子どもたちについて

・当時中学生だった子どもが大学生になり、サポー

ト側として携わるようになった。

・義務教育後の子ども達の参加が増え、自分たちで

活動を始めることが多くなった。

・近くに学習補助組織がない、遠いエリアの子ども

たちも来るようになった。

《子どもたちの変化》《子どもたちの変化》

・ここに来れば新しい人に会える、友達ができる。

・高校生になったときに昔の友達と集まれる。学習

支援を卒業した後の居場所。

IMPACT YOUTH & CHILDREN

IMPACT YOUTH & CHILDREN

《大人の変化》《大人の変化》

・子どもたちから学び、パワーをもらう。

・作品や活動を通じ、外国にルーツを持つ子どもの

存在が可視化された。
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◆これからのお話

AWARENESS RAISING

MBA

◆新しい役割：子どもの進路相談において、適切

な機関に橋渡しをすること。

For further information 

e-mail shinjukuartproject@gmail.com
Web https://www.facebook.com/ShinjukuArtProject

パネルディスカッション

◇今後の課題◇今後の課題

中西：中西：

高校入学後の留年やドロップアウトが問題に

なっている（勉強についていけない、将来どうして

いいか、何のために学校に行くのかがわからない、

相談する人がいない）。

かつて活動をしていた学生やサポートを受けて

いた子どもが大人になり、悩みを抱える高校生た

ちに、当事者の立場として自分の人生を語り、相

談に乗りたいという声も。

⇒当事者同士の支え合い、身近なロールモデル

としての存在。勉強を教えるだけでなく、社会で

生きていく力を一緒につける。

角田：角田：

かつての学校は勉強するだけの場であり、先生

からアドバイスをもらうことはあまりなかった。し

かし、今の夜間高校はセーフティネットとしての

社会的な機能を果たしている。勉強を教えるだけ

でなく、生徒が学校に定着するための試みがどう

しても必要であり、その試みが生徒の希望進路の

選択につながるのであれば、学校を造り替えてい

くようなことも必要になってくる。そのためには、

教員だけでなく地域の力や大学・研究者などのサ

ポートも必要である。また、語学能力を生かせる

ような受け皿があれば、能力が発揮される。
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中西：中西：

小中学生からの率直な意見はあまりないが、反

抗期ながらも毎回イベントに来る。かつての子ど

もたちからは、自分が自分らしくいられる場所で、

違うのが当たり前という居心地の良さがある、と言

う声もある。勉強を教えることがメインだが、居

場所としての機能も果たせているのではないかと

思う。また、CCS がきっかけでつながった関係が

その後も続いている。人と出会いつながる場を提

供できたと思う。

角田：角田：

生徒たちにお互いにインタビューしてもらって

いる。それぞれに役割を決めてルーツを聞き合って

もらったところ、生徒たちは自信をもって、生き生

きと自分のことを話していてびっくりさせられた。

かごバスケや映画を撮る中で、授業では見られな

い表情や自発的な一面が見られる。

海老原：海老原：

２年前にインタビューを行ったところ、自分が

素でいられる、学習ボランティアの人に会えるだか

ら参加するという子どもたちが多いことが分かっ

た。その一方で、飽きてしまう子、さらに高いハー

ドルを求める子も出てくる。これまでは楽しいこ

と、遊ぶことがメインだったが、それでは飽きてし

まう子も出てくる。さらに次のステップへ行く必要

がある。ルーツを語ることを織り交ぜたりすること

も必要だろう。また、小学生の子たちが忙しそう

にしているのが気になる。指導要領など、子ども

たちを取り巻く環境が変わっている。子どもにとっ

て刺激が多すぎるのかもしれない。

海老原：海老原：

新しい友達ができると言う子がいる一方で、飽

きてしまう子もいる。また、最初は斜に構えている

子でも、夢中になって取り組むようになる。今後

は、楽しみなイベントとしての位置づけのものと、

継続的に参加できるような活動（冊子の編集など）

を検討している。継続的な事業のためには安定し

た組織との連携が必要である。

中西：中西：

CCS が設立されて 20 年、私が携わるようになっ

て 12 年が経つ。高校進学支援をしているが、夢や

目標がない中で勉強するのは難しい。親以外の大人

を知らない子が多いので、社会にどんな仕事があっ

て、どうやって辿り着くのかを考える力をつける

必要がある。今後は学習支援と共に、高校生の進

学支援やキャリア教育にも力を入れていきたい。

梶村：梶村：

CCS は学生のサポーターが活動しているが、ど

のような組織化が必要か？

学生の４年間という限られた活動期間の中で、

サポートする方も大変なのではないか。

中西：中西：

自分自身の将来が定かではない大学生が、子供

のキャリア支援を行うのは難しい。キャリア支援

の担い手として、日本人を含む OB・OG の社会人

たちが手を挙げてくれている。学生が活躍できる

場と、それでは補えきれない場面は社会人と学生

が共同で取り組んでいけたらいいと思う。

◇子どもたちの反応◇子どもたちの反応

質疑応答

《CCS の今後 10 年 20 年先の方向性と今後の課題は？》《CCS の今後 10 年 20 年先の方向性と今後の課題は？》
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《定時制高校の市民科の目的と内容は？》《定時制高校の市民科の目的と内容は？》

《作品を見る人とのつながりをどのように作っていくのか？》《作品を見る人とのつながりをどのように作っていくのか？》

《日本語ではない母語保持の機会を持っているか？》《日本語ではない母語保持の機会を持っているか？》

角田：角田：

シチズンシップ教育を取り入れている。若者た

ちが主権者・市民として主体的に社会に参加するこ

と、民主主義、人権、法の支援について学んでい

くことがポイントである。東京都立小山台高校の

シチズンシップ教育は、多文化共生社会に生きる

市民を育てることをテーマとしている。15 か国の

生徒がいる環境の中で、いじめや差別をすること

なく、いかにして共に生き、学んでいくことが出

来るのか。社会に出たときにお互いを尊重し合い、

共に社会を形成していくか、という視点から生徒

をサポートしていくことがこの授業の目標である。

教科書による知識の注入ではなく、子どもたち自

身に考えさせる工夫をしている。

梶村：梶村：

物事の考え方ができるようになる年代がある。

中学も終わり頃になってくると、将来自分がどのよ

うな人間になり、どのように社会に役立っていくの

か、というようなことを考える時期を迎える。中学

での受験勉強、高校での授業は、子どもたちにとっ

て本当に大切である。これまでは子どもの支援と言

うと、小中学生が主な対象であったが、今後は高校・

大学から社会人に至るステップにおける支援の話

も出てくるだろう。

海老原：海老原：

多文化共生だけではなく、アート NPO としての

側面も持っており、講演を行うこともある。アサ

ヒ芸術財団が地域の様々なアート NPO を集めて行

う「アサヒアートフェスティバル」にも参加し、地

域の人をつなげるようなアート活動をサポートし

ている。アート活動には地域づくりに焦点を置い

たものが多いが、その中に外国人の存在が入って

いない。多文化共生でも国際交流でもない他のジャ

ンルの活動に積極的に参画し、発表する場を持つ

ことを意識している。また、6 年間の活動を積み

重ね、発表しきれない作品も出てきている。今後

はそれらを集めて展覧会やビデオ上映などによる

発表の場を設けたいと考えている。今の社会を作っ

ている 20 代から 40 ～ 50 代の世代に対する啓蒙

活動、活動について知ってもらうことに取り組みた

い。「外国にルーツをもつ」という意味そのものや、

子どもの「在日韓国人」の存在についてはまだ知ら

れていない。アートを通じて知られていない部分

を可視化していくことが重要なミッションである。

梶村：梶村：

活動の中で、子どもたちの母語についてどのよ

うに見ているか？

 

角田：角田：

都立高校では母語保持の取り組みは見られない。

大阪府立高校のうち何校かが母語保持の授業を

行っている。小山台高校では選択科目として韓国

語と中国語の授業を設置している。在日 2、3 世

の生徒がそれらの授業を選択することは可能だが、

それらを母語とする生徒たちは日本語の授業を選

択する。
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海老原：海老原：

私たちは福祉団体ではないので問題解決はでき

ない。だからこそいろいろな団体と連携し、情報共

有することはとても大切である。私たちの活動は、

子どもの一定の時期だけではなく、彼らの人生全

体につながっている。学習相談やネグレクト等の

問題があるが、関係する団体・機関に相談し、つな

げるようにしている。目的の共有は難しく、同じ理

念を持っていうわけではない。また、行政側にはで

きることとできないこともある。行政側にある程

度の青写真がないと、いくら働きかけても難しい。

団体の運営にあたっては、いろいろな方から協力

を得ており、ワークショップ参加者が成長してユー

ススタッフとして活動に携わっている。

中西：中西：

行政からの委託や共同事業は行っていない。

CCS には 3 つのつながりがある。1 つ目として、

教育以外の問題、在留資格などは弁護士に、DV の

問題は支援活動の団体に相談するというように、他

の分野の専門家とつながっている。2 つ目として、

地域ごとの国際交流団体の会議に参加して情報や

意見の交換をしている。３つ目として、東京都の中

で「日本語を母語としない親子のための高校進学

ガイダンス」が区部と支部とに分かれて年に 6 回

行われており、区と地域の NPO・NGO、各地域

の国際交流協会、都立高校の先生方と一緒に実行

委員会を組織している。

地域の団体を取り巻く世界は狭く、皆だいたい

は顔見知りである。お互いにそれぞれのやり方が

あるが、切磋琢磨し合うというよりは縄張り意識

や否定に入る傾向がある。目指すべきゴールは外

国人にとって住みよい街を作ること、子どもにとっ

て良い教育を与えることであり、共通のミッション

を持っているはずなのに、そこまでの道のり、や

り方が違うことが原因で衝突することがある。そ

中西：中西：

以前、CCS では母語教室をやっていたが、当時

は小学生くらいの小さい子どもが多く、保護者が

協力して母語教育を行っていた。近年は中学進学

後に来日する子どもが増え、彼らは来日から 1 ～

2年で受験を迎える。そのため、受験に向けたサポー

トがメインになり、母語教育を行える余力がない。

比較的大人になってから来日した子どもは母語力

があり、外でのみ日本語を使っている。彼らの中

にはさらに母語力を高めるために、大学で母語を

勉強する子もいる。その一方で、日本で生まれた

子どもの多くは、母語が全くできない、あるいは

聞けても話せない。例えば、両親がタガログ語で

話しかけてくるのに対して、日本語で返答すると

いうこともある。日常会話程度であればそのよう

な状況でもよいかもしれないが、進路等の込み入っ

た話の場合にはうまく意思疎通が図れない。アイ

デンティティの問題だけでなく、家族関係の構築

のためにも母語教育は必要である。

海老原：海老原：

学習支援等の教育活動は行っていないので、母

語教育にも取り組んでいない。音楽ワークショップ

では、メロディを作った上で多言語の歌詞を作る試

みをしている。参加者にはフィリピン人の子どもも

多くおり、フィリピンが台風被害を受けた時には

音楽を作って ITunes で配信し、その利益を現地に

届けた。そのような活動の際に母国のことを意識

し、母語を活用する取り組みしている。その一方で、

日本生まれの子にとって「○○の国の子だから言葉

もできるよね？」と言うのは、その子にとって大き

なプレッシャーやコンプレックスになってしまう。

母語への取り組みにはバランスも大事である。ワー

クショップを行う際には、子どものバックグラウ

ンドをしっかり聞いた上で接するようにしている。

日本語ができない子を日本語ができる子がサポー

トをしている場面もあるが、年齢の高い子どもた

ちの集まりでは全て英語で話すこともある。教育

上よくない部分もあるが、その場の状況に応じて

言語を混ぜて使っている。

《目的を共有するネットワークの見つけ方と作り方、組織運営について》《目的を共有するネットワークの見つけ方と作り方、組織運営について》
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ういう部分をプラスの力に変えていけば、もっと

実り多いものになるはずである。

子どもは勉強を押し付けてもやらない。子ども

だけに任せると苦手な科目を一切やらなくなり、学

生だけに任せると押し付けになってしまうので、学

習計画は学生と子供と共同で、現状を見据えながら

設定する。自分の決めた目標に対しては子どももが

んばれる。また、イベントをする際にも学生と子

供が一緒に企画することにより、大人にやらされ

るという感覚をなくし、楽しめるようにしている。

角田：角田：

私の学校には大学の先生が 3 名携わっている。

その他の方々にも様々なつながりがきっかけとな

り、ご協力いただけるようになった。今月予定し

ている公開授業を配布したが、それらの授業は様々

なつながりによって実現している。お金持ちより

も人持ちになることが大事である。

梶村：梶村：

教職の立場でこのようなことを展開ができるの

はユニークである。制約がある部分も多いだろう。

文科省の指定校であるからこのような活動ができ

るのだろう。行政サイドの明確な申し出があれば動

きやすい。多文化共生社会を具体化するのは難し

いことだが、本日紹介したような活動を通して進

めていくことが大切である。本日皆さんからいた

だいた質問にも、母語保持の問題をはじめ、議論

の対象となるものが多くあった。ネットワークの

運営には、目的を達成するためにいろいろな方が

応援し、一緒になって取り組むことが大事になる。

一つのところからアンテナを出し、そこを上手くつ

ないでいくためには、情報をどう捉えていくかが

カギとなる。今回のようなフォーラムに目的を持っ

て参加し、活動の様子や問題について知ることも

非常に有意義である。
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